
新年度を迎えて
昨年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、福島県民に甚大な被害をもたらしました。県内の多くの

地域では、史跡や建造物などの文化財とともに、長く伝統を守ってきた地域の民俗芸能や祭りが被災し

ました。こうした被災を受けた多くの有形・無形の文化財の復旧・復興が私たちに与えられた大きな課

題となりました。

　まほろんでは、原始・古代の生きた教材として教科書等に引用されるなど高い評価を受け、まさに“見

て・触れて・考え・学ぶ”を体現してきた野外の展示施設や、福島県の貴重な埋蔵文化財を収蔵・保管

していた収蔵庫の建物が大きな被害を受け、皆さま方の利用を制限せざるを得ませんでした。

　平成 24 年度を迎えるに当たり、震災被害にあったまほろんの施設は、福島県教育委員会をはじめ、

多くの方々のご尽力により、復旧の見通しが立ち、間もなく震災前と変わらぬ姿を皆様にお披露目でき

るようになりました。

　今年度は、これまで同様に様々な展示や体験活動を実施するとともに、震災に焦点を当てた事業を展

開して、福島県の文化・文化財の復旧・復興・普及、さらに福島県の復興の一助となるように、まほろ

んから多くの方々に「元気・生きる力」を発信してまいります。　　　　　（まほろん館長　菊池徹夫）

（平成2４年４月15日発行）
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＜縄文時代の家＞

＜奈良時代の家＞＜奈良時代の倉庫＞ 復旧した野外施設



  　企画展示案内

  　まほろん冬まつりの様子

　平成 24 年２月 19 日（日）、「まほろん冬まつり」

を開催しました。当日は天候にも恵まれ、約 500 人

の方々が来館し、館内に子どもたちの歓声が響くに

ぎやかな一日となりました。　

　館内では、「昔の遊びに挑戦」、「本物の土器や石

器にさわろう」、「紙かぶとづくり」、「時代衣装を着

てみよう」、「昔のお菓子づくり体験（カルメ焼き）」

などを行いました。

　「本物の土器や石器にさわろう」のコーナーでは、

「本物なんですか～！？」、「えっ！本当にさわって

もいいの？」と

興味深く本物の土

器にさわっていま

した。また、「昔

の遊びに挑戦」に

新設した「投げ

独
こ ま

楽」のコーナー

は大人気！。ひも

指定文化財展

　「ふくしまの重要文化財Ⅸ　三島町荒
あら

屋
や

敷
しき

遺跡」

　会期：平成 24 年３月 10 日（土）～５月 13 日（日）

　会場：まほろん特別展示室（入場無料）

　まほろんでは毎年、福島県内の重要文化財を紹介

する「指定文化財展」を開催しております。今回の

展示では、三島町荒
あら

屋
や

敷
しき

遺跡の出土品を通して、只

見川流域に発達した、現代にも通じる高度な「縄文

の匠
たくみ

たちの技」を紹介します。

　荒
あら

屋
や

敷
しき

遺跡は、段
だん

丘
きゅう

崖
がい

に接した湿地に立地する

縄文時代晩期から弥生時代中期（今から約 2,400 ～

2,000 年前）の集落跡です。豊富な地下水が流れ込

む遺跡内の湿地からは、全国的にも発見例の少ない

籠
かご

と考えられる編
あ

み組
ぐみ

製品をはじめ、木製の弓や漆

塗りの櫛
くし

などの木製品が数多く発見されています。

　今回は、福島県の重要文化財に指定された中から、

保存状態が良好で特徴的な遺物を選び出して展示し

ています。その他、

まほろん収蔵の漆製

品なども合わせて紹

介しています。

　展示では、出土

した道具の材料の違

いから、「木や繊維

の巻き方と投げ方を教わると真剣な表情で挑戦して

いました。「時代衣装を着てみよう」では、記念写

真撮影のコーナーを設けたところ、多くのご家族に

利用していただきました。時代衣装を着た子どもた

ちの「ニコッ♪」と微
ほ ほ え

笑む笑顔が印象的でした。

　また、今回も福島県立図書館の移動図書館をお呼

びして、来館された方々に書籍の貸し出しを行いま

した。さらに、初めての試みとして県立図書館職員

による「おはなしかい」を開催したところ、小さな

お子さん連れのご家族が大勢参加されました。

　館外では恒例となった「まほろんもみぎりファイ

ヤー」を行いました。棒１本で行うもみぎり式火お

こしに挑戦していただき、苦戦する方々が多いなか

９組の方が成功されました。< 投げ独楽に挑戦！ >

< 時代衣装を着て「はいチーズ！」>

で作られた道具」、

「土や石で作られ

た道具」、「漆を用

いた道具」の３つ

のコーナーに分け

ています。

　最初の「木や

繊維で作られた道

具」では、当時の人々が木の特性をよく理解してい

たことが伺
うかが

え、出土した籠
かご

からは、現代と共通した

編み方が確認できます。

　続いての「土や石で作られた道具」では，当時の

広い交流範囲が伺
うかが

える土器、祭りや飾りなどに使わ

れたと考えられる様々な道具を展示しています。

　最後の「漆を用いた道具」では、櫛
くし

や糸玉の漆製

品以外に、漆をこした布や

赤漆を作る顔料を磨
す

りつぶ

した石
いし

皿
ざら

、そして、漆を入

れた縄文土器などの漆工に

かかわる道具を展示してい

ます。

　この他、昭和 61 ～ 62 年

当時の発掘調査のビデオ上

映を行っています。いにし

えの素晴らしい実物をぜひ

ご覧ください。 < 顔料が付着した石皿 >

< 漆塗りの櫛 >

< 漆塗りの縄文土器が出土した様子 >

< 籠が出土した様子 >



ご利用案内

開館時間　９：30 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

休 館 日　月曜日（月曜日が祝日・休日の場合はその翌日、

　　　　　ただしＧＷ・夏休み期間中は開館）、国民の祝日

　　　　　の翌日（土曜日・日曜日にあたる場合は開館）、

　　　　　年末年始（12 月 28 日～１月４日）

入 館 料　無料（体験学習によっては、材料費が必要な場

　　　　　合があります。）

そ の 他　団体（20 名以上）でご利用の場合は，事前に   

          ご予約ください。

 

 

 　文化財研修のご案内

 　平成 23 年度の入館者数

  　まほろんからのお知らせ

５月のまほろんイベント

　５月３日（木）～６日（日）は、火おこしや弓矢

４～６月の研修

　４～６月の文化財研修は、基礎講座研修２コース、

特別研修１コースの計３コースを予定しています。

　５月 26 日（土）は、考古学基礎講座Ⅰ「収蔵資料（古

墳時代）」を実施します。まほろん収蔵の古墳時代

資料を、わかりやすい解説とともに実見することが

できる絶好の機会です。

　６月９日（土）は、考古学基礎講座Ⅱ「ふくしま

の宝物（埴輪）」を実施します。県内の古墳から出

土した埴輪についての基本的な知識と、その考古学

的価値について解説します。

　６月 30 日（土）は、特別研修「震災からの復興

－文化財レスキューの取り組みと課題」を実施しま

す。未曾有の東日本大震災後の福島県内を中心とし

た文化財の被災状況、文化財レスキューの果たした

役割と、地域の復興計画の中で被災文化財をどのよ

うに守っていくのか、文化や文化遺産の継承・再生

がいかに地域の生きる活力となり、地域の復興に繋

がっていくのか、そして、その際に文化財行政に携

わる者の果たすべき役割と課題などについて解説し

ます。

　以上が４～６月の文化財研修です。各文化財研修

の詳細については、開催日の約１ヶ月前に、ホーム

ページや館内備え付けのポスター・チラシ等でお知

らせしますので、ご覧いただければ幸いです。みな

さまの応募をお待ちしています。

　平成 23 年度は、３月 11 日発生の東日本大震災

による施設の被害などがあったため４月は臨時休館

し、５月１日より再オープンしました。

　震災に原発事故が重なり、入館者は例年を大きく

下回る２万２千人余りでした。特に県外からの入館

者が激減しました。

　文化財を通して被災地を元気づけようと「発掘さ

れた浜通りの遺跡」の展示や様々なイベントや実技

講座、体験活動などを実施し、入館者は前年同期比

で 12％減にとどまりました。

などの楽しい体験盛りだくさんの「ゴ

ールデンウィークまほろんまつり」、

５月 19 日（土）は「開館 10 周年記念

イベント」を行います。ぜひご来館く

ださい。
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月別入館者数

団体利用比率 地域別構成比

団体利用者

　 39％

一般利用者

　 61％

白河市内

 37.12％

 県 外　   

 11.19％

県内他地域   

  34.55％

東白河郡・

西白河郡　  

 17.13％

一般

小中学生

高校生

幼児
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ゴールデンウィークまほろんまつり

文様や形の複雑な縄文土器をつくります ( 形づくり )。

　　　　　　　　　　　　　〃　  　　　　　　　　　 （文様づけ )。

午前 ・ 午後各１６名

カラムシの糸でアンギン編みの布をつくります。

火おこしや弓矢などの楽しい体験がもりだくさん。
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